




































































































































































































































































































































































規定を概観しておこう。まず受益権の定義はU. T. C. §103「定義」に与えられ
ており、「『受益者の権利』（“Interests of the beneficiaries”）とは信託条項（terms 
of the trust）に定められた受益権（beneficial interests）を意味する」とされる。
このU. T. C. §103の定義は受益権を「受益者が有する各種の権利の総体」とす
る能見（2004, 173）とほぼ同一の内容だが、信託条項の意義が特に明示され
ていることを見出せる。信託条項はいうまでもなく日本の信託法における信託




者の「意思表示」によって決定されるが、Restatement Third, Trusts §48におけ
る「意思表示」を意味するものも信託条項にほかならない（Restatement Third, 
Trusts §4）。ゆえにここでも信託条項の意義が重視されているのは同様であ
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